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雄勝地区

　震災の影響で地域を離れた人たちが集まり、スポーツを通して旧交を温め
ようと「第2回雄勝スポレク祭り」が開催されました。名振、大須、3区、明神伊
勢畑、上雄勝味噌作の5チーム約200人が参加し、さわやかな秋空の下で汗を
流しました。子どもからお年寄りまでが楽しめる障害物競争や玉入れ等おな
じみの競技が繰り広げられ、会場には終日歓声が響き渡っていました。

河北地区
まちの話題
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9月29日（日）
大須小学校校庭

スポーツで　
旧交温める

　友好都市山形県河北町からのご厚意を受け、河北地区の皆さんが「谷地ど
んがまつりツアー」に招待されました。歴史的・文化的な「紅花資料館」では、
見学のほか「紅花染め」も体験し、鮮やかに染め上がったシルクのハンカチに
感動していました。谷地どんがまつりの見学は、あいにくの雨となりましたが、
「神輿還

かんぎょ
御」や「谷

や ち ぶ
地舞楽

がくほうそう
奉奏」に魅了され、感謝・感激の1日となりました。

山形県河北町の
　ご厚意に感謝

９月１５日（日）
山形県河北町

　巨大地震発生により、大津波と大規模火災が発生したことを想定した平成25年度総合防災訓練が10月6日
（日）に全市一斉に行われました。有事は車による交通渋滞が起きることから、今回は「あるいで　にげっぺ!」をス
ローガンに掲げて徒歩での避難訓練にポイントを置きました。参加した人たちは、高台や指定避難所までの経路
と所要時間の確認等自分の命は自分で守るための行動に取り組みました。
　また指定避難所では、携帯電話が通じない状態でも、だれが、どこに避難したかを全市的に共有できる情報通
信システム「オレンジ」の実践訓練を行いました。東日本大震災時、住民の安否情報の入手が困難だったことを教
訓に全国で初めて市が開発したもので、多くの人がスタッフから操作方法を聞いて必要事項を入力していました。

「あるいで にげっぺ！」
合言葉に有事の備え確認全市挙げて総合防災訓練
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①避難所に集まった住民
　（石巻工業高校）
②開北小学校へ向かう人々
③炊き出し訓練
　（飯野川第一小学校）
④⑤タブレット端末を使って
　「オレンジ」の操作方法を確認
　（石巻小学校）
⑥消火器使用訓練（名振地区）
⑦応急手当（飯野新田地区）
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テ
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　「ものうふれあい祭2013はねこ踊りフェスティバルin桃生」が開かれ、会場
には市内外から大勢の見物客が訪れました。昼は特設ステージで自由な服装
や演出で競うはねこ踊りコンテスト等、夜はメーンのパレードが行われました。
寺崎はねこ踊り保存会が、迫力の舞を披露すると、沿道からは歓声と拍手が沸
き起こりました。フィナーレでは、盛大に花火大会が行われました。

　運動を通して健康増進と親睦を深める「第7回河南シニアスポーツ大会」が
行われました。老人クラブ会員をはじめ約220人が参加し、前谷地、北村、広
渕、須江、鹿又の5チームに分かれて、ビッグスプーンレースやシニアサッカー
等10種目で順位を競いました。和気あいあいとした雰囲気の中でゲームを進
め、鹿又地区が2年連続の総合優勝を果たしました。

まちの話題
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9月14日（土）　桃生植立山公園

世代超えてはねこ踊り 桃生地区 河南地区

１０月４日（金）
遊楽館

スポーツで地域の輪
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秋の火災予防運動

秋の火災予防運動

3つの習慣
●寝たばこは、絶対やめる。
●ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
●ガスこんろ等のそばを離れるときは、必ず火を消す。

4つの対策
●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
●寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用
　する。
●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
●お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制を
　つくる。

◆住宅防火　いのちを守る　7つのポイント◆
―3つの習慣・4つの対策―

　11月9日から15日までの1週間、全国一斉に「秋の火災予防運動」を実施
します。
　この運動は、空気が乾燥しやすい時期を迎えるにあたり、火災予防の意識を
高めていただくことにより、火災の発生を防止し、火災から尊い生命と貴重な
財産を守ることを目的に毎年実施しています。
　火気の取扱いには十分注意し、日頃から火の用心を心がけましょう

問　石巻消防本部予防課　☎95-7167
　　防災推進課（内線4176・4177）
問

消防団員募集！皆さんの力が必要です

　市内の各消防団では、随時、消防団員を募
集しています。18歳以上で、市内に居住ま
たは通学、通勤している方であれば、どなた
でも入団できます。学生、女性の参加もお待
ちしています。消防団活動を通じて、あなた
も、地域に貢献してみませんか。
主な活動内容
　火災をはじめ地震、風水害の災害時には救助救出、警戒巡視、避難誘導等、
地域の頼れるリーダーとして活躍します。また、出初式やイベントの警備、
消防訓練、水防訓練等、1年を通してさまざまな活動を行います。
入団後の処遇
 ・非常勤の特別職
 ・報酬等の支給（石巻市消防団条例による）
 ・5年以上勤務し退団した場合は、勤務年数や階級に応じて退職報奨金が支給
 ・公務災害補償（消防活動中のけが等の補償）
 ・消防活動に必要な被服の貸与
 ・各種表彰制度
問　防災推進課（内線4176・4177）

問

申
・

11月9日は「119番」の日です

　8月現在、石巻地区における119番の受付回数のう
ち「いたずら・間違い等」の受付回数は全体の27.5%
を占めています。
　119番通報は、皆さんの「生命・財産」を守るため
の大切な電話です。必要とする人がスムーズにつな
がるよう、皆さんのご協力をお願いします。
　また、目の前で起きた事故等で119番通報する場合、誰でも気が動転し興
奮した状態になりがちです。1分1秒をあらそう時でも落ち着いて119番通
報できるよう正しい通報要領を身につけましょう。
問　石巻消防署警防係　☎95-7112問

問
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１０月８日（火）　北上町橋浦

稲作復活に一役
カントリーエレベーターが稼働

9月13日（金）
特別養護老人ホーム

おしか清心苑

中学生が地域に笑顔届ける

H25（2013）.11.1

牡鹿地区

　牡鹿中学校の「笑顔創造プロジェクト」が行われ、全校生徒が6班に分かれ
て地域の仮設住宅や仮設商店街、福祉施設等でのボランティア活動に取り組
みました。このうち特別養護老人ホームおしか清心苑を訪問した生徒たちは、
窓掃除等に汗を流したほか、練習を重ねてきたソーラン節踊りを披露し、お年
寄りの皆さんに元気と笑顔を届けました。

北上地区
まちの話題

　石巻市北上町橋浦に米の共同乾燥調製貯蔵施設（カントリーエレベーター）
が建造され、今年初めて稼働しました。北上地区では東日本大震災の津波で
被災した農地や個人、団体所有の農業施設が使えなくなりました。そのため
市が復興交付金を活用し、共同施設を建設しました。シーズン終盤の10月中
旬になっても刈り取られた米が次々と運び込まれていました。
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象
と
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。そ
の
年
の
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子育て相談員を募集します

　東日本大震災の影響により、これまで休日子育て相談事業を休止してい
ましたが、平成26年1月に開設予定の「石巻市子どもセンター」開所に合わ
せて相談を再開するため、休日子育て相談員を募集します。

募集内容
　◦業務内容　子育て相談業務
　◦募集人員　4人
　◦勤務形態　毎週土・日曜日のうち、月に4回程度（2人体制）
　◦勤務時間　午前10時～午後3時（休憩30分を含む）
　◦賃　　金　1日あたり4,050円
対　　象
　次のいずれかの資格をお持ちの方を募集しています。
　【学校教員、保育士、保健師等の資格を持つ、子育て相談の経験者】
申込期間　11月1日（金）～15日（金）
　　　　　（土日・祝日を除く）
　　　　　午前9時～午後5時
申込方法　履歴書（写真添付必須）を記
　　　　　載し、市役所2階子育て支援
　　　　 　課窓口へ持参してください。
採用について
　※書類審査・面接審査を行います。

　　　 子育て支援課（内線2523）問申 ・

11月は歯と口腔の健康づくり月間」です

・むし歯や歯周病等にならないために、各家庭や職場、学校・施設等みんな
　で「お口のケア」に取り組みましょう。
・規則正しい食生活、正しい歯みがきの習慣づけをしましょう。
・かかりつけ歯科医を持ち、定期的に歯の健診を受けましょう。
　（現在、市では「成人歯科健診」を実施しています。ご利用ください）
問　健康推進課（内線 2417）

受付日時　8日（金）　午前10時～午後4時
　　　　　☎ 022-265-1667（宮城県保険医協会内）
※電話で相談の概略を受けます。
※回答は3日以内に歯科医師が直接相談者にお答えします。
問　宮城県保険医協会　☎ 022-265-1667

11月8日 「いい歯デー」歯科健康テレホン相談

問

〔
裁
判
員
制
度
〕

ま
も
な
く
名
簿
記
載
通
知
を

発
送
し
ま
す

　

裁
判
員
制
度
は
、平
成
21
年

5
月
21
日
か
ら
施
行
さ
れ
、平

成
24
年
度
に
は
、8
、６
３
３
人

の
方
が
裁
判
員
と
し
て
裁
判
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
に

よ
り
、裁
判
員
制
度
は
円
滑
に

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
裁

判
員
制
度
は
、皆
さ
ん
の
理
解

と
協
力
の
も
と
に
成
り
立
っ
て

い
る
制
度
で
す
。

　
平
成
26
年
の
裁
判
員
候
補
者

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、

本
年
11
月
中
旬
に
名
簿
に
登
録

し
た
こ
と
の
通
知
を
送
付
し
ま

す
。こ
の
通
知
は
、来
年
2
月
こ

ろ
か
ら
平
成
27
年
2
月
こ
ろ
ま

で
の
間
に
裁
判
員
に
選
ば
れ
、

裁
判
所
に
来
て
も
ら
う
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝
え

す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、こ
の
段
階
で
は
、ま
だ

具
体
的
な
事
件
の
裁
判
員
候
補

に
選
ば
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、す
ぐ
に
裁
判
所
へ

行
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　
　
仙
台
地
方
裁
判
所
事
務
局

　
総
務
課

　
☎
022

－

222

－

6
1
1
5

　
（
直
通
）
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